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目的別の内訳
■人件費
　職員など人に関する経費
■扶助費
　医療や福祉に関する経費
■公債費
　借入金の返済に関する経費
■物件費
　光熱水費や消耗品に関する
　経費
■維持補修費
　道路、公共施設などの管理
　に関する経費
■補助費等
　団体への補助金に関する経費
■投資的経費
　施設や道路の整備に関する
　経費
■その他の経費
　繰出金や貸付金など

用語説明

人件費
52億8,463万円

（19.6％）

扶助費
34億1,541万円

（12.7％）

公債費
37億0,545万円

（13.7％）

物件費
36億9,773万円

（13.7％）

補助費等
53億1,304万円

（19.7％）

投資的経費
23億1,733万円

（8.6％）

その他
31億5,220万円

（11.7％）

維持補修費
9,418万円
（0.3％）

議会費
2億1,987万円

（0.8％）

総務費
29億7,149万円
（11.0％）

民生費
66億1,372万円

（24.5％）

衛生費
50億7,929万円

（18.8％）

土木費
26億4,443万円

（9.8％）

消防費
13億7,430万円（5.1％）

労働費
1,583万円（0.1％）

農林水産業費
12億6,194万円

（4.7％）

商工費
6億7,418万円

（2.5％）

教育費
23億3,977万円

（8.7％）

災害復旧費
234万円（0.0％）

公債費
37億545万円

（13.7％）

諸支出費
2,734万円（0.1％）

予備費
5,000万円（0.2％）

びわ湖源流の郷たかしま戦略策定事業
720万円

　

な
た
ね
、
雑
穀
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

赤
カ
ブ
、
ま
く
わ
な
ど
指
定
特
産

物
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た〞

び
わ
湖
源
流
の
郷
た
か

し
ま
〞
の
農
産
物
を
安
心
・
安
全

な
特
産
品
と
し
て
認
証
す
る
制
度

を
は
じ
め
ま
す
。
認
証
品
を
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
島
産

農
産
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
生
産

拡
大
や
販
売
促
進
等
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

地域特産品振興事業

1,891万円

　

市
内
産
木
材
の
需
要

拡
大
を
図
る
た
め
、
生

産
者
か
ら
施
工
者
を
つ

な
ぐ
流
通
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
地

域
材
活
用
の
普
及
・
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

高島地域材流通促進事業

1,353万円

　
「
設
備
投
資
奨
励
金
」

「
雇
用
増
進
奨
励
金
」

「
労
働
環
境
改
善
助
成

金
」
を
、
２
年
間
延
長

し
ま
す
。

　

市
内
企
業
の
新
規
設

備
投
資
や
市
内
従
業
員

の
増
員
、
労
働
環
境
の

整
備
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
地
域
産
業
の
振
興

と
地
元
雇
用
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

企業活動支援事業

6,070万円

　

そ
れ
ぞ
れ
の
区
・
自
治
会

独
自
の
課
題
解
決
や
取
り
組

み
に
柔
軟
に
対
応
し
そ
の
活

動
が
活
性
化
す
る
よ
う
「
み

ん
な
で
創
る
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
」
を
創
設
し
ま
す
。
高

齢
化
率
が
高
い
な
ど
の
地
域

格
差
を
是
正
し
な
が
ら
総
合

的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

みんなで創るまちづくり事業

1億3,515万円

　

地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を

解
決
に
導
き
、
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
持

つ
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
行

政
の
持
つ
信
頼
感
や
財
源
な

ど
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

る
協
働
事
業
提
案
制
度
を
実

施
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
健
康
づ
く
り
に

関
し
て
、
保
健
師
な
ど
の
専

門
的
な
知
識
を
持
つ
行
政
と

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
等
が
所
属
さ
れ
て
い
る

団
体
が
協
力
し
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
等
を

開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

市民協働提案事業

1,000万円

活力ある
地域産業の創生

いきいきコミュニティの創生

「びわ湖源流の郷たかしま戦略計画」の策定 主
な
事
業
を

　

ご
紹
介
し
ま
す

　

歳
出
は
、
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務
的
経
費
が
前
年

度
よ
り
１
億
３
、０
０
８
万
円
、 

１
．１
％

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人

件
費
、公
債
費
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

子
ど
も
手
当
の
支
給
や
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
扶
助
費

が
増
加
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

一
般
行
政
経
費
は
、
物
件
費
削
減
で
、

８
、２
５
２
万
円
を
減
額
で
き
た
も
の
の

高
島
総
合
病
院
の
建
設
事
業
に
伴
う
病
院

事
業
会
計
へ
の
負
担
金
の
大
幅
な
増
加
に

よ
り
19
億
４
、４
６
９
万
円
、
27
．２
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
、
平
成
22
年
度
中
に
国

の
経
済
対
策
事
業
を
活
用
し
、
学
校
施
設

の
耐
震
化
な
ど
懸
案
事
項
を
前
倒
し
し
て

実
施
し
た
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算
で
は
前

年
度
と
比
較
し
て
５
億
１
、６
２
３
万
円
、

18
．２
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計  

歳
出

子
ど
も
手
当
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
増
加

病
院
建
設
が
本
格
化

　

県
下
最
大
の
琵
琶
湖

の
面
積
を
持
ち
、里
山
、

里
住ず

み

か
ら
里
湖う

み

へ
と
つ

な
が
る
「
び
わ
湖
源
流

の
郷
」
を
貴
重
な
資
源

と
し
て
活
か
し
、
水
源

地
域
に
根
ざ
し
た
地
域

産
業
を
活
性
化
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　

環
境
を
良
く
す
る
こ

と
が
地
域
産
業
を
発
展

さ
せ
、
地
域
産
業
が
活

性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
環
境
も
良
く
な
っ
て

い
く
よ
う
な
環
境
保
全

と
地
域
産
業
の
好
循
環

に
向
け
て
戦
略
を
策
定

し
ま
す
。

グラフを見る
　ポイント！

　人件費、扶助費、
公債費は、義務的経
費といい、その支出
が法律などで義務づ
けられていて、自由
に減らすことができ
ません。
　義務的経費の比率
によって、財政の自
由度が左右されま
す。
　高島市の場合、義
務的経費の割合が約
半分となっていま
す。

病院建設が本
格化したこと
により、衛生
費が大きく増
えました。

平成23年度 予 算




